
主担当部局（長）名
危機管理監　上田 博文 　

目
標

県民の防災意識向上を図るなど、家庭や地域で
の災害に対する備えを高めます。

成
果

ホームページだけでなく、ポスター、チラシ及びス
マートフォンアプリ「ナラプラス」等の様々な方法に
より、訓練への参加を促進した結果、平成29年度
のシェイクアウト訓練参加者数（事前登録時点）
は、前年度と比較して9,559人増加しました。

成
果

県立学校の耐震化整備集中期間の設定、県市町
村による公立学校施設の優先的な整備等により、
公立学校（小中高特幼）の耐震化率は、平成25年
度と比較して16.4ポイント上昇しました。

２．戦略目標達成に向けた進捗状況

戦略目標

①平成31年度までに、浸水常襲地域において被害軽減のための減災対策を推進し、概ね7割の
地域で対策を完了します。（H27年3月末：50カ所（52％）対策実施済み）
②県民の防災意識向上を図るなど、家庭や地域での災害に対する備えを高めます。
③毎年度策定する食品衛生監視指導計画を計画どおり実施することにより、平成29年度の食中
毒発生件数を10件以下にします。（H25年度：11件）

Ⅱ　く ら し の 向 上

消防防災ヘリコプター

１．政策目標達成に向けた進捗状況

目
標

災害による死者をなくす・人命を守ることを最大の
目標に、できる限り被害を減少させます。

豪雨等による水害・土砂災害や南海トラフ巨大地震等の震災に備えた

ハード・ソフト両面の対策により、被害を最小限に抑え拡大を防止しま

す。また、感染症の発生予防とまん延防止対策により、被害を最小限

に抑え感染拡大を防止するとともに、食の安全・安心確保のための取

組により、県民の安全・安心な食生活の維持・向上に寄与します。 

目指す姿 

・施設の再編等が検討されているため、県有建築物の耐震化に着手できないなどの理由により、進捗が遅延していま

すが、県有建築物の耐震化率は ％となり、平成 年度から ポイント上昇しました。

・ 日間にわたり、 科目の防犯・防災にかかる研修を行うことにより、防犯・防災に関する知識や技術を身につけ、地

域における自主防犯・防災リーダーとなる人材の養成に力を入れた結果、平成 年度の自主防犯・防災リーダー研

修修了者数は累計 人となり、そのうち 人が防災士登録を行い、人材育成が着実に進んでいます。

・食品衛生監視指導計画において重点的に監視指導を実施する項目を定め、事業者への指導と、消費者への注意喚

起を行いました。また、平成 年度の食中毒発生件数は 件で、引き続き目標の 件以下を達成しました。

主な成果

７ 安全・安心の確保 
１ 防災対策・危機管理体制の充実 
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主担当部局（長）名
くらし創造部長　桝田 斉志
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奈良マラソン2017

１．政策目標達成に向けた進捗状況

目
標

平成31年度までに、1日30分以上の運動・スポー
ツを週2回以上実施し、1年以上継続している人の
割合を50％以上に増やします。（H26年度：男性
45.2％、女性42.2％）

成
果

運動・スポーツを楽しむ環境や機会の提供に取り
組んだこと等により、平成29年度の運動習慣者の
割合は、特に20歳代の男性等で上昇し、男性が
47.8％、女性が44.0％と、平成28年度を上回りまし
た。

成
果

県内の総合型地域スポーツクラブが活発化してき
たこと等により、スポーツイベントの参加者数は、
平成26年度の3,038人から年々増加しており、平
成29年度は6,350人となり、平成29年度目標の
5,000人を上回りました。

２．戦略目標達成に向けた進捗状況

戦略目標

①県内にある総合型地域スポーツクラブのうち、活発な活動をしているクラブを増やします。
②スポーツイベント（総合型地域スポーツクラブ交流大会）の参加者数を平成29年度までに5,000
人、平成34年度までに10,000人に増やし、スポーツツーリズムを推進します。（H26年度：3,038
人）

目
標

スポーツイベント（総合型地域スポーツクラブ交流
大会）の参加者数を平成29年度までに5,000人、平
成34年度までに10,000人に増やし、スポーツツー
リズムを推進します。（H26年度：3,038人）

「活き活きと安心して健やかに暮らせる健康長寿の奈良県」を実現する

ため、生涯にわたり、「県民のだれもが、いつでも、どこでも、運動・ス

ポーツに親しめる環境づくり」を目指します。 

目指す姿 

・近畿大学と連携して、幼児向け運動・スポーツプログラムを近畿大学附属幼稚園においてモデル実施し、プログラ

ムの改良を行いました。また、その成果を平成 年 月の奈良県教育サミットで発表しました。（平成 年度 県内の

幼稚園に普及拡大予定）

・東京オリンピック・パラリンピックキャンプ地招致に向け、昨年度に引き続き、オーストラリア、香港において招致活

動を実施するとともに、カザフスタン、ウクライナ等の視察受入を実施しました。また、平成 年 月に、天理市ス

ポーツキャンプ地推進実行委員会を設立しました。（平成 年度 招致国決定を目指して継続的に交渉）

・「ワールドマスターズゲームズ 関西」にかかる大会の準備・運営等を行うため、平成 年 月に「ワールドマス

ターズゲームズ 関西」奈良県実行委員会を設立しました。（平成 年度 「ワールドマスターズゲームズ 関

西」奈良県実行委員会にかかる基本計画を策定予定）

主な成果
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